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可決した意見書 ５件

○防災・減災、国土強銒化の加速化に必要な

財源確保を求める意見書

○子ども・子育て支援制度の公定価格の見直

しを求める意見書

○災害発生時における信頼性の高い情報連携

体制の構築への支援を求める意見書 他

可決・承認・同意した
知事提出議案 件

○職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を

改正する条例

○知事等の損害賠償責任の一部免責に関する

条例の一部を改正する条例

○職員の退職手当に関する条例の一部を改正

する条例

○手数料条例の一部を改正する条例

○宮城県県税条例等の一部を改正する条例

○県道の路線変更について（出島線）

○訴えの提起について

○財産の取得について（三次元座標測定機一

式）

○財産の取得について（万能試験機一式）

○工事委託変更契約の締結について（主要地

方道築館登米線萩沢道路改築工事）

○副知事の選任につき同意を求めることにつ

いて

○公安委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて

○収用委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて 他
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抹
※議案等に対する各議員の表決状況につい

ては、県議会ホームページに掲載している

ほか、議会図書室で閲覧できます。
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●ウェブ版みやぎ県議会だより

県議会をより身近に感じ

ていただけるよう、写真を

多く取り入れております。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又

●県議会ホームページのご案内

定例会の日程や会議録等

をご覧いただけます。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又

●議会中継のご案内

インターネットで議会中

継や録画映像をご覧いただ

けます。
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常任委員会

県議会からのお知らせ
●ラウンジコンサートのご案内

◇次回コンサートの開催予定

・開催日時／定例会開会予定日

９月 日（水）

午後０時 分～ 分

・場 所／県議会庁舎１階ラウン

ジ

・出 演／石川 優希

・ジャンル／アコースティックギタ

ーでの弾き語り

●傍聴のご案内

本会議の傍聴について、傍聴を希

望される方は、本会議開催日当日、

議会庁舎１階にある傍聴受付へお越

しください。

各委員会について、傍聴を希望さ

れる方は、委員会開会日当日、議会

庁舎１階ロビーへお越しください。

詳細については、0222113571（総

務課）までお問い合せ下さい。

今定例会での主な審議事項は次の

通り。

○総務企画委員会

職員の特殊勤務手当に関する条例

の一部を改正する条例、知事等の損

害賠償責任の一部免責に関する条例

の一部を改正する条例、職員の退職

手当に関する条例の一部を改正する

条例、手数料条例の一部を改正する

条例（関係分）、宮城県県税条例等

の一部を改正する条例など 議案

○環境福祉委員会

手数料条例の一部を改正する条例

（関係分）、水質汚濁防止法に基づ

く排水基準を定める条例の一部を改

正する条例、就学前の子どもに関す

る教育、保育等の総合的な提供の推

進に関する法律施行条例の一部を改

正する条例、大麻取締法施行条例の

一部を改正する条例、国民健康保険

法に基づく国民健康保険事業費納付

金の徴収に関する条例の一部を改正

する条例の５議案

○経済商工観光委員会

財産の取得について（三次元座標

測定機一式）、財産の取得について

万能試験機一式 の２議案

○農林水産委員会

なし

○建設企業委員会

屋外広告物条例の一部を改正する

条例、県立都市公園条例の一部を改

正する条例、県道の路線変更につい

て（出島線）、訴えの提起について、

工事委託変更契約の締結について

（主要地方道築館登米線萩沢道路改

築工事）の５議案

○文教警察委員会

なし
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大震災復興
調査特別委員会 議長記者会見

６月定例会閉会日の７月１日、

橋伸二議長が記者会見を行った。

６月定例会を振り返り、「４病院

再編、教育や宿泊税に関し多くの議

員が取り上げたほか、観光・産業・

防災・福祉などについても活発な議

論が行われた」

と述べた。

特に４病院再

編については

「患者や家族、

病院職員からの

理解はもちろ

ん、広く県民か

らの理解を得ることが肝要であり、

引き続き県に対し丁寧な説明と関係

者間の協議を求めていく」とした。

さらに宿泊税導入に関し「宿泊事業

者などから理解を得ることが重要。

丁寧な説明を行うよう求めていきた

い」と語った。

大震災復興調査特別委員会は、４

月 日に参考人意見聴取を行った。

東京電力ホールディングスから、①

福島第一原子力発電所事故に起因す

る損害賠償の概要と進捗状況及び今

後の方針等、②福島第一原子力発電

所の廃炉及び汚染水の現状と対策、

③ＡＬＰＳ処理水の現状と今後の取

り組み等について説明を受けた。

５月 日から 日には、県内調査

を行った。被災市町や伝承施設、関

係団体、事業者等を訪問し、現状や

課題等について説明を受けたほか、

意見交換、現地視察を行った。

７月 日には、県外調査として兵

庫県議会を訪問し、災害公営住宅の

現状と課題について説明を受けた。

兵庫県災害対策センターでは、施設

見学を行ったほか、震災後の防災力

向上について説明を受けた。

７月 日には、東京電力ホールデ

ィングスに対して、福島第一原子力

発電所事故に起因する被害への迅速

かつ十分な対応及び原発事故の早期

完全収束を求める要請活動を行っ

た。

また、同日、復興庁に対して、震

災からの復旧・復興対策に係る要望

活動を行った。

さらに、同日、経済産業省に対し

ては、福島第一原子力発電所事故に

起因する被害への迅速かつ十分な対

応及び原発事故の早期完全収束を求

める要望活動を行った。

東京電力ホールディングスでの
要請活動
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質
問
者
と
主
な
質
問
項
目

○
一
般
質
問
（

人
）

▽
枡
和
也
（
県
民
の
声
）
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取

組
、
女
川
原
子
力
発
電
所
に
つ
い

て

他
▽
佐
々
木
賢
司
（
自
民
）

観
光
振
興
事
業
に
つ
い
て
、
教
育

行
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て
▽
天
下

み
ゆ
き
（
共
産
）
「
４
病
院
再
編

構
想
」
の
撤
回
を
求
め
る
、
「
宿

泊
税
」
導
入
は
断
念
せ
よ

他
▽

遠
藤
隼
人
（
自
民
）
病
院
再
編
に

つ
い
て
、
今
後
の
観
光
振
興
に
つ

い
て

他

▽
遠
藤
伸
幸
（
公
明
）
持
続
的

な
賃
上
げ
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
、
４
病
院
再
編
に
つ
い
て

他

▽
中
島
源
陽
（
自
民
）
宿
泊
税
に

つ
い
て
、
畜
産
危
機
と
水
田
農
業

対
策
に
つ
い
て

他
▽
佐
々
木
奈

津
江
（
県
民
の
声
）
宿
泊
税
導
入

と
宿
泊
事
業
者
の
理
解
に
つ
い

て
、
身
近
な
交
通
手
段
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

他
▽
菊
地
忠
久

（
自
民
）
少
子
化
と
地
域
医
療
に

つ
い
て
、
地
域
交
通
網
の
整
備
に

つ
い
て

他

▽
藤
原
益
栄
（
共
産
）
県
営
住

宅
行
政
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
み

や
ぎ
型
管
理
運
営
方
式
に
つ
い
て

他
▽
伊
藤
吉
浩
（
自
民
）
農
業

関
係
に
つ
い
て
、
ナ
ノ
テ
ラ
ス
関

係
に
つ
い
て

他
▽
わ
た
な
べ
拓

（
自
民
）
秋
保
太
陽
光
パ
ネ
ル
工

場
に
つ
い
て
、
外
国
人
介
護
人
材

に
つ
い
て

他
▽
三
浦
な
な
み

（
県
民
の
声
）
教
育
行
政
に
つ
い

て
、
外
国
人
雇
用
に
つ
い
て

他

▽
八
島
利
美
（
自
民
）
防
災
・

減
災
、
国
土
強
銒
化
の
推
進
に
つ

い
て
、
持
続
可
能
な
観
光
物
産
振

興
に
つ
い
て

他
▽
吉
川
寛
康

（

世
紀
ク
）
４
病
院
再
編
に
つ

い
て
、
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い

て

他
▽
さ
と
う
道
昭
（
自
民
）

病
院
再
編
・
医
療
提
供
体
制
の
諸

課
題
、
観
光
産
業
の
将
来
像
と
宿

泊
税
に
つ
い
て

他
▽
藤
倉
知
格

（
自
民
）
仙
台
医
療
圏
４
病
院
の

再
編
促
進
、
半
導
体
工
場
進
出
と

周
辺
道
路
整
備

他
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＜会派名略称＞
自由民主党・県民
会議（自民）、みや
ぎ県民の声（県民の
声）、日本共産党宮
城県会議員団（共
産）、公明党県議団
（公明）、 世紀ク
ラブ（ 世紀ク）

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

第
３
９
２
回
宮
城
県
議
会
（
６
月
定
例
会
）
は
６
月

日
か
ら
７
月
１
日
ま
で

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。
認
定
こ
ど
も

園
の
職
員
配
置
に
関
す
る
国
の
基
準
見
直
し
を
踏
ま
え
た
条
例
改
正
案
、
退
任
す
る
池
田
敬
之
副
知
事
の
後
任
に
小
林
徳
光
み

や
ぎ
産
業
振
興
機
構
副
理
事
長
を
起
用
す
る
人
事
案
件
な
ど

議
案
を
可
決
・
承
認
・
同
意
し
た
ほ
か
、
意
見
書
５
件
を
可
決

し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
県
が
主
導
す
る
仙
台
医
療
圏
４
病
院
の
再
編
構
想
や
導
入
を
目
指
す
宿
泊
税
、
観
光
・
経
済
施
策
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
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県

説
明
重
ね
理
解
得
た
い

学
校
教
育
に
お
け
る
多
様
な
学
び

支
援
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
び

の
場
の
提
供
に
つ
い
て
「
民
間
や
大

学
な
ど
の
事
業
を
発
掘
す
る
こ
と
も

必
要
」
と
議
員
が
指
摘
す
る
と
、
教

育
長
は
「
県
教
委
で
は
青
少
年
自
立

支
援
事
業
を
実
施
し
、
自
然
体
験
な

ど
を
通
じ
た
自
己
肯
定
感
や
自
立

心
の
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
民
間
の
事
業
も
含
め

情
報
収
集
し
、
周
知
を
図
る
な
ど
体

験
機
会
の
充
実
に
努
め
る
」
と
応
じ

た
。

別
室
登
校
の
た
め
の
支
援
員
の
配

置
に
つ
い
て
議
員
が
「
県
単
独
で
の

予
算
拡
充
を
」
と
求
め
る
と
、
教
育

長
は
「
所
属
教
室
以
外
に
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

重
要
」
と
し
、
「
全
国
的
に
別
室
支

援
員
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
に
制
度
拡
充
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
県
単
独
事
業
で
の
実

施
も
含
め
検
討
し
た
い
」
と
し
た
。

国
の
英
語
教
育
実
施
状
況
調
査
に

お
い
て
県
の
英
語
力
が
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
認
識
を
議

員
に
問
わ
れ
、
教
育
長
は
「
生
徒
が

教
員
ら
と
の
会
話
の
中
で
自
分
の
思

い
が
伝
わ
っ
た
喜
び
を
積
み
重
ね
る

こ
と
が
重
要
。
教
員
が
教
材
を
共
有

し
情
報
交
換
で
き
る
環
境
を
整
備

し
、
生
徒
が
英
語
で
伝
え
合
う
喜
び

を
実
感
で
き
る
授
業
づ
く
り
に
取
り

組
み
た
い
」
と
語
っ
た
。

「
理
系
離
れ
の
抑
制
に
は
、
義
務

教
育
段
階
で
の
対
応
が
必
要
」
と
の

議
員
の
指
摘
に
は
、
教
育
長
が
「
算

数
・
数
学
は
小
学
校
か
ら
の
積
み
上

げ
が
大
事
。
苦
手
意
識
を
持
つ
児
童

に
は
少
人
数
指
導
や
学
び
直
し
の
時

間
を
設
け
る
な
ど
、
こ
ま
や
か
な
指

導
で
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
な
が
ら
学

習
意
欲
を
高
め
て
い
る
」と
述
べ
た
。
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多様な学び支援要望

県
が
導
入
を
目
指
す
宿
泊
税

を
巡
っ
て
は
、
宿
泊
事
業
者
の

理
解
醸
成
や
、
税
率
・
課
税
対

象
に
つ
い
て
の
慎
重
な
検
討
を

求
め
る
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

事
業
者
か
ら
反
対
や
困
惑
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
受

け

議
員
が

事
業
者
に
需
要
調

査
を
実
施
し
県
が
担
う
べ
き
役

割
を
明
確
に
し
た
上
で
、
選
択

と
集
中
に
よ
る
効
果
的
な
施
策

を
心
が
け
る
べ
き
だ
」
と
指
摘

す
る
と
、
経
済
商
工
観
光
部
長

は
「
税
導
入
の
効
果
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
大
変
重

要
。
事
業
者
と
意
見
交
換
を
行

い
、
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
伺
っ
て

い
る
」
と
現
状
を
説
明
し
た
。

「
新
税
創
設
に
お
い
て
は
県

民
と
関
係
者
の
共
感
と
納
得
が

不
可
欠
だ
」と
の
議
員
の
声
に
、

総
務
部
長
は
「
宿
泊
者
の
方
々

は
も
と
よ
り
宿
泊
事
業
者
、
地

元
の
関
係
者
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
行
う
こ
と
で
理
解
を
得
て
い

き
た
い
」
と
応
じ
た
。

「
経
営
が
不
安
定
な
事
業
者

も
多
い
た
め
、
一
度
立
ち
止
ま

り
期
限
を
設
け
ず
検
討
す
べ
き

だ
」
と
議
員
が
再
考
を
求
め
る

と
、経
済
商
工
観
光
部
長
は「
コ

ロ
ナ
禍
前
よ
り
も
経
営
が
厳
し

い
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
声
に
応
え
る

た
め
に
も
、
宿
泊
税
導
入
に
よ

り
想
定
し
て
い
る
収
益
力
向
上

の
た
め
の
施
設
改
修
支
援
、
閑

散
期
の
誘
客
対
策
な
ど
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
経
営
環
境
改
善

に
努
め
た
い
」
と
答
え
た
。

宿
泊
客
の
抑
制
や
隣
県
へ
の

流
出
を
懸
念
す
る
議
員
に
対
し

て
は
、
経
済
商
工
観
光
部
長
が

「
先
行
し
て
宿
泊
税
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
で
は
宿
泊
客
の

減
少
や
流
出
は
な
い
と
聞
い
て

い
る
が
、
県
と
し
て
は
宿
泊
客

増
加
に
つ
な
が
る
観
光
施
策
を

展
開
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

知
事

柔
軟

多
角
的
に
検
討

４
病
院
再
編
・
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
移
転

６
月
定
例
会
の
本
会
議

宮
城
オ
ル
レ
拡
充
進
む

蔵
王
・
丸
森
が
新
設
へ

観
光
振
興
や
産
業
創
出
の
分

野
で
も
幅
広
い
テ
ー
マ
が
話
題

に
上
っ
た
。

観
光
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
「
宮
城

オ
ル
レ
」
拡
充
に
つ
い
て
の
議

員
の
問
い
に
知
事
は
、
「
２
０

１
８
年
の
１
コ
ー
ス
目
オ
ー
プ

ン
か
ら
今
年
３
月
ま
で
に
国
内

外
の
６
万
２
０
０
０
人
が
利
用

す
る
な
ど
、
魅
力
あ
る
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
認
知
度
が
高

ま
っ
て
い
る
」
と
し
、
本
年
度

中
に
は
蔵
王
、
丸
森
両
町
で
の

コ
ー
ス
認
定
を
目
指
す
ほ
か
、

多
賀
城
、
栗
原
両
市
で
も
新
コ

ー
ス
造
成
に
向
け
た
準
備
が
進

ん
で
い
る
と
明
か
し
た
。

「
首
都
圏
に
お
け
る
観
光
物

産
振
興
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
」
と
議
員
が
尋
ね
る
と
、
知

事
は
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
効
果
的
な
観
光
振
興

の
展
開
を
挙
げ
た
ほ
か
、
「
県

産
品
の
試
食
後
、
そ
の
場
で
の

購
入
に
加
え
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
の

購
入
誘
導
や
試
食
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
物
産
展
を
予
定
し

て
い
る
」と
の
計
画
も
示
し
た
。

次
世
代
放
射
光
施
設
「
ナ
ノ

テ
ラ
ス
」
の
利
活
用
促
進
の
方

向
性
に
つ
い
て
議
員
が
認
識
を

問
う
と
、
知
事
は
「
今
後
は
県

の
試
験
研
究
機
関
で
も
活
用
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
経
験
や
成

果
を
中
小
企
業
に
周
知
す
る
。

ま
た
試
験
研
究
機
関
が
経
験
を

生
か
し
た
的
確
な
技
術
支
援
を

行
う
仕
組
み
を
つ
く
り
、
中
小

企
業
に
お
け
る
利
活
用
を
促
進

し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

大
衡
村
へ
の
半
導
体
工
場
の

進
出
を
見
据
え
、
議
員
が
「
関

連
産
業
の
広
域
的
な
誘
致
や
県

内
企
業
の
参
入
支
援
を
」
と
求

め
る
と
、
経
済
商
工
観
光
部
長

は
「
半
導
体
産
業
は
裾
野
が
広

く
、
県
内
産
業
の
取
引
拡
大
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
関
連
産

業
の
誘
致
に
当
た
っ
て
は
、
県

内
に
広
く
立
地
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

用
地
を
提
案
し
、
市
町
村
と
と

も
に
円
滑
な
立
地
に
努
め
る
」

と
応
え
た
。

そ
の
他
、
人
口
減
少
・
少
子

化
対
策
で
質
問
が
あ
っ
た
。
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仙
台
医
療
圏
４
病
院
再
編
構

想
の
一
環
と
し
て
、
県
立
精
神

医
療
セ
ン
タ
ー
（
名
取
市
）
を

富
谷
市
に
移
転
し
、
サ
テ
ラ
イ

ト
（
分
院
）
を
名
取
市
に
設
置

す
る
案
に
つ
い
て
懸
念
の
声
が

相
次
い
だ
。

議
員
が
「
現
場
の
要
望
と
か

み
合
っ
て
い
な
い
と
の
苦
言
も

あ
る
が
、
議
論
は
進
展
し
て
い

る
か
」
と
迫
る
と
、
知
事
は
「
財

政
面
や
人
員
配
置
の
観
点
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
あ
っ
た
。

患
者
や
家
族
な
ど
の
意
見
を
踏

ま
え
、
柔
軟
か
つ
多
角
的
に
検

討
を
進
め
る
」
と
分
院
以
外
の

可
能
性
を
示
唆
し
た
。

具
体
的
な
想
定
に
つ
い
て
議

員
が
問
う
と
、
知
事
が
「
一
つ

の
案
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
患
者
フ

ァ
ー
ス
ト
で
考
え
、
当
事
者
や

職
員
と
の
意
見
交
換
を
し
っ
か

り
行
い
関
係
者
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
幅
広
く
検
討
す

る
」
と
応
じ
た
。

「
分
院
を
設
置
し
た
場
合
、

長
年
か
け
て
つ
く
っ
て
き
た
精

神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム（
に
も
包
括
）

の
維
持
が
困
難
に
な
る
の
で
は

な
い
か
」と
の
議
員
の
懸
念
に
、

知
事
は
「
分
院
に
は
入
院
機
能

の
ほ
か
、
外
来
・
デ
イ
ケ
ア
・

訪
問
看
護
も
想
定
し
て
お
り
、

県
南
部
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
分

院
の
機
能
や
規
模
を
検
討
し
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

再
編
協
議
を
行
わ
な
い
場
合

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
議
員
に
認

識
を
問
わ
れ
る
と
、知
事
は「
限

ら
れ
た
医
療
資
源
の
中
で
適
切

な
医
療
を
持
続
的
に
提
供
し
て

い
く
た
め
に
は
、
将
来
の
医
療

需
要
を
見
据
え
地
域
の
医
療
機

関
の
役
割
分
担
と
連
携
を
一
層

進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
」と
し
、

再
編
が
実
現
し
な
い
場
合
「
政

策
医
療
の
課
題
が
解
決
で
き

ず
、
仙
台
医
療
圏
の
将
来
に
わ

た
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に

支
障
を
き
た
し
か
ね
な
い
」
と

理
解
を
求
め
た
。

再
編
を
巡
る
仙
台
市
と
の
協

議
に
つ
い
て

議
員
が

救
急
医

療
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

進
し
ん

捗
ち
ょ
く

は
ど
う
か
」と
尋
ね
る
と
、

保
健
福
祉
部
長
は
「
病
院
移
転

後
の
救
急
搬
送
件
数
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
新
病
院

の
救
急
対
応
能
力
向
上
を
見
込

ん
だ
場
合
、
仙
台
市
に
は
１
０

０
０
件
を
超
え
る
負
担
軽
減
効

果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
精
査
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
実
施
す
る
ほ
か
、
病
院

再
編
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
へ
の
対
応
も
協
議
を
重
ね

て
い
く
」
と
強
調
し
た
。

能
登
地
震
の
教
訓

防
災
に
生
か
し
て

能
登
半
島
地
震
の
復
興
に
向

け
た
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
員
が
問
う
と
、
知
事
は
「
発

災
直
後
の
避
難
所
運
営
に
職
員

を
派
遣
し
た
ほ
か
、
現
在
も
中

長
期
的
に
技
術
系
職
員
を
派
遣

し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の

経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に

提
供
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

道
路
寸
断
や
放
射
線
防
護
施

設
の
損
傷
が
発
生
し
た
能
登
地

震
の
教
訓
を
受
け
、
避
難
計
画

を
見
直
す
必
要
性
に
つ
い
て
議

員
が
指
摘
す
る
と
、
復
興
・
危

機
管
理
部
長
は

複
合
災
害
時

の
対
応
や
平
時
の
備
え
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
た
。
原
子

力
災
害
へ
の
備
え
に
終
わ
り
や

完
璧
は
な
く
、
不
断
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
議
員
が
「
東
北
電
力

女
川
原
発
（
女
川
町
、石
巻
市
）

周
辺
の
通
行
止
め
の
想
定
と
対

策
は
ど
う
か
」
と
尋
ね
る
と
、

復
興
・
危
機
管
理
部
長
は
「
陸

路
が
使
用
で
き
な
い
場
合
も
想

定
し
海
路
・
空
路
で
の
避
難
に

つ
い
て
自
衛
隊
に
も
協
力
を
い

た
だ
き
、
実
際
に
訓
練
も
行
っ

て
い
る
」
と
応
じ
た
。
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